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2.  本組織再編の要旨 

 
Ⅰ. 連結子会社３社（東彩ガス、東日本ガス、北日本ガス）のエネルギー小売事業を当社へ集約 

 
  （１）分割の要旨 

 ① 分割の日程 

吸収分割契約の承認 取締役会決議日（承継会社） 2023 年 4 月 27 日 

吸収分割契約の承認 臨時株主総会（分割会社） 2023 年 4 月 27 日 

吸収分割契約締結日 2023 年 4 月 27 日 

吸収分割効力発生日 2024 年 1 月 1日（予定） 
※本会社分割は当社（承継会社）において、会社法 796 条第 2項に規定する簡易分割に該当するため、 

株主総会の承認決議は行いません。 

 ② 会社分割の方式 
当社を承継会社とし、東彩ガス、東日本ガス、北日本ガスを分割会社とする吸収分割です。 

 ③ 会社分割にかかる割当ての内容 
本会社分割に際し、株式その他の金銭等の割当てはありません。 

 ④ 分割に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 
該当事項はありません。 

 ⑤ 分割に伴う資本金の増減 
本会社分割に伴う当社の資本金の増減はありません。 

 ⑥ 承継会社が承継する権利義務 
当社は、承継する事業に関する資産、負債及び契約上の地位等の権利義務のうち、吸収分割契約

において定めるものを承継します 

 ⑦ 債務履行の見込み 
本会社分割後において当社が負担すべき債務の履行に問題はないと判断しています。 
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（２）会社分割の当事会社の概要 
  承継会社 分割会社 
(1)名称 日本瓦斯株式会社 東彩ガス株式会社 東日本ガス株式会社 北日本ガス株式会社 
(2)本店所在地 東京都渋谷区 

代々木 4丁目 31－8 
埼玉県越谷市 
越ヶ谷 1-14-1 

千葉県我孫子市 
下ヶ戸 608－1 

栃木県小山市 
花垣町 2-11-22 

(3)代表者 代表取締役社長執行役員 
柏谷 邦彦 

代表取締役社長執行役員 

土屋 友紀 
代表取締役社長執行役員 

村松 俊二 
代表取締役社長執行役員 

萩原 文男 
(4)事業内容 LP ガス、電気 

都市ガス事業 等 
LP ガス、電気 

都市ガス事業 等 
LP ガス、電気 

都市ガス事業 等 
LP ガス、電気 

都市ガス事業 等 
(5)資本金 7,070 百万円 450 百万円 400 百万円 400 百万円 
(6)設立年月日 1955 年 7 月 29 日 1960 年 6 月 10 日 1963 年 4 月 5 日 1967 年 9 月 29 日 
(7)発行済株式数 116,603,698 株 2,138,059 株 7,546,069 株 609,800 株 
(8)決算期 3月 31 日 3 月 31 日 3 月 31 日 3 月 31 日 
(9)大株主及び持株比率 日本マスタートラスト信託銀

行株式会社（信託口）16.9% 

株式会社日本カストディ銀行

（信託口）      9.8% 
SSBTC CLIENT OMNIBUS 

ACCOUNT        4.6% 
東京電力エナジーパートナー 

株式会社            3.8% 

株式会社かんぽ生命保険 

3.1％ 

日本瓦斯株式会社 

 100％ 
日本瓦斯株式会社  

100％ 
日本瓦斯株式会社 

 100％ 

(10) 直前事業年度の財政状態及び経営成績 
決算期 2023 年 3 月期（連結） 2023 年 3 月期(単体) 2023 年 3 月期(単体) 2023 年 3 月期(単体) 

純資産 73,525 百万円 37,530 百万円 11,521 百万円 4,450 百万円

総資産 153,429 百万円 47,857 百万円 14,732 百万円 8,347 百万円

1株当たり純資産 645.82 円 17,553.38 円 1,526.82 円 7,298.59 円

売上高 207,890 百万円 52,645 百万円 16,912 百万円 15,228 百万円

営業利益 15,215 百万円 4,744 百万円 1,238 百万円 828 百万円

経常利益 15,401 百万円 4,795 百万円 1,263 百万円 834 百万円

当期純利益 10,628 百万円 3,381 百万円 906 百万円 600 百万円

1株当たり当期純利益 93.13 円 1,581.53 円 120.08 円 984.28 円

※当社の大株主の持株比率は、自己株式を控除して計算しております。 

（３）承継する事業部門の概要 

  ① 承継する部門の事業内容 
東彩ガス   ・・・ 都市ガス、LＰガス、電気の小売及びこれに付帯する事業 

東日本ガス ・・・   同上 

北日本ガス ・・・   同上 

 ② 承継する部門の経営成績（2023 年 3 月期実績） 
東彩ガス   ・・・ 売上高 51,115 百万円 

東日本ガス  ・・・ 売上高 16,532 百万円 

北日本ガス  ・・・ 売上高 14,912 百万円 

 ③ 分割する資産、負債の項目及び金額（2023 年 3 月期実績） 
東彩ガス   ・・・ 流動資産 16,508 百万円、流動負債  7,728 百万円 

 固定資産   1,920 百万円、固定負債    682 百万円 

東日本ガス ・・・ 流動資産  4,207 百万円、流動負債  2,261 百万円 

 固定資産  1,092 百万円、固定負債    384 百万円 

北日本ガス ・・・ 流動資産  1,990 百万円、流動負債  2,037 百万円 

 固定資産  1,404 百万円、固定負債    275 百万円 
※上記の金額は 2023 年 3 月 31 日現在の貸借対照表を基準に算出しているため、 
実際に承継される金額は、上記金額に効力発生日前日までの増減を加除した数値となります。 
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Ⅱ. 当社及び連結子会社２社（東日本ガス、北日本ガス）の都市ガス導管事業等を東彩ガスへ集約 

 
（ⅰ）吸収分割により、当社の都市ガス導管事業等を東彩ガスへ集約 
（１）分割の要旨 

 ① 分割の日程 

吸収分割契約の承認 取締役会決議日（分割会社） 2023 年 4 月 27 日 

吸収分割契約の承認 臨時株主総会（承継会社） 2023 年 4 月 27 日 

吸収分割契約締結日 2023 年 4 月 27 日 

吸収分割効力発生日 2024 年 1 月 1日（予定） 
※本会社分割は当社（分割会社）において、会社法 796 条第 2項に規定する簡易分割に該当するため、 

株主総会の承認決議は行いません。 

 ② 会社分割の方式 
当社を分割会社とし、東彩ガスを承継会社とする吸収分割です。 

 ③ 会社分割にかかる割当ての内容 
本会社分割に際し、承継会社である東彩ガスは普通株式 500 千株を発行し、それらをすべて当社

に対して割当て交付します。 

 ④ 分割に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 
該当事項はありません。 

 ⑤ 分割に伴う資本金の増減 
本会社分割に伴う当社の資本金の増減はありません。 

 ⑥ 承継会社が承継する権利義務 
承継する事業に関する資産、負債及び契約上の地位等の権利義務のうち、吸収分割契約において

定めるものを承継します。 

 ⑦ 債務履行の見込み 
本会社分割後において承継会社が負担すべき債務の履行に問題はないと判断しています。 

 （２）会社分割の当事会社の概要 

分割会社 日本瓦斯株式会社 

承継会社 東彩ガス株式会社 
※当事会社の概要については、Ⅰ. 連結子会社 3社（東彩ガス、東日本ガス、北日本ガス）のエネルギー小売

事業を当社へ集約、（２）会社分割の当事会社の概要をご覧ください。 

 （３）分割する事業部門の概要 
 ① 分割する部門の事業内容 

都市ガス導管事業、LP インフラ事業等 

 ② 分割する部門の経営成績（2023 年 3 月期実績） 
売上高       1,130 百万円 
（注）外部売上高を記載しております。 

 ③ 分割する資産、負債の項目及び金額（2023 年 3 月期実績） 
流動資産     ―  百万円、 流動負債   327 百万円 

固定資産       24,877 百万円、 固定負債  15,000 百万円 

 
※上記の金額は 2023 年 3 月 31 日現在の貸借対照表を基準に算出しているため、 

実際に承継される金額は、上記金額に効力発生日前日までの増減を加除した数値となります。 
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（ⅱ）合併方式により、東日本ガス及び北日本瓦斯の都市ガス導管事業等を東彩ガスへ集約 
（１）合併の要旨 

① 合併の日程 

吸収合併の承認 臨時株主総会（存続会社、消滅会社） 2023 年 4 月 27 日 

合併契約締結日 2023 年 4 月 27 日 

合併効力発生日 2024 年 1 月 1日（予定） 

 

② 合併の方式 

   東彩ガスを存続会社、東日本ガス、北日本ガスを消滅会社とする吸収合併方式です。 

 

③ 合併にかかる割当ての内容 
本合併は当社の完全子会社間の合併であるため、本合併による新株発行及び金銭等の交付はあり

ません。 

 

④ 消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 
該当事項はありません。 

 

（２）合併当事会社の概要 

存続会社 東彩ガス株式会社 

消滅会社 東日本ガス株式会社、北日本ガス株式会社 
※当事会社の概要については、Ⅰ. 連結子会社 3社（東彩ガス、東日本ガス、北日本ガス）のエネルギー小売

事業を当社へ集約、（２）会社分割の当事会社の概要をご覧ください。 
 

3. 本組織再編後の当社の状況 

（１）商号 日本瓦斯株式会社 

（２）所在地 東京都渋谷区代々木 4丁目 31－8 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長執行役員 柏谷 邦彦 

（４）事業内容 総合エネルギー小売事業 

（５）資本金 7,070 百万円 

（６）決算期 3 月 31 日 

 

4. 本組織再編後のガス導管事業等承継会社（現 東彩ガス）の状況 

（１）商号 未定※ 

（２）所在地 未定 

（３）代表者の役職・氏名 未定 

（４）事業内容 エネルギープラットフォーム事業 

（５）資本金 450 百万円 

（６）決算期 3 月 31 日 

   ※ガス導管事業等承継会社の商号につきましては、決定次第お知らせいたします。 

 

5.今後の見通し 

2024 年 3 月期に再編の一過性費用として特別損失 25 億円を見込みますが、本組織再編は将来にわた

って当社の企業価値向上に貢献するものであると考えております。 

 

利益計画の詳細につきましては、2023 年 4 月 27 日発表の「ニチガスグループ組織再編について URL: 
https://www.nichigas.co.jp/ir/news/all も合わせてご覧ください。 
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  （参考）2024 年 3 月期の連結業績予想（2023 年 4 月 27 日公表分）及び 2023 年 3 月期実績（連結） 

（単位: 百万円） 
 

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 

2024 年 3 月期 230,000 18,700 18,700 11,000 
2023 年 3 月期 207,890 15,215 15,401 10,628 

       

以 上 


